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市
の
財
政
は
３
本
柱

　

市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
企
業
会
計
の
３
つ
の
会
計
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

◆ 

一
般
会
計

　

市
が
行
う
仕
事
の
中
心
と
な
る
部
分

の
会
計
で
す
。
学
校
の
校
舎
改
修
や
ご

み
の
収
集
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い

て
、
市
税
な
ど
が
主
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市では、皆さんの納めた税金がどのように使われて
いるか、また、財政がどのような状況にあるかをお
知らせするため、年２回、財政状況を公表しています。
今回は、平成24年３月31日時点の予算額をお知らせ
します。
◎問い合わせ
　一般会計・特別会計について� 財政課　☎23−2113
　水道事業について� 水道局業務課　☎23−4510

平成23年度

市の財政状況

■一般会計および特別会計の状況
会　計　名 予　算　額 市  債  残  高
一　般　会　計 760億6,550万円 779億3,425万円 

特　

別　

会　

計

食肉センター 1億2,566万円 8億3,625万円 
下水道事業 34億6,209万円 234億1,813万円 
国民健康保険 223億4,457万円 −
後期高齢者医療 16億6,101万円 −
公設地方卸売市場事業 4,046万円 1億2,466万円 
農業集落下水道事業 5億3,888万円 47億6,965万円 
整備墓地 3,413万円 2億7,963万円 
工業用地造成事業 3,405万円 3億9,060万円 
介護保険 143億9,695万円 −
御池簡易水道事業 5,595万円 1,580万円
簡易水道事業 3億8,000万円 7億3,199万円 
電気事業 4,745万円 −
山之口総合交流活性化
センター 8,350万円 1億 2万円 

高城健康増進センター
等管理事業 1億7,292万円 2億1,399万円 

※市債残高は、平成23年度末時点の決算見込額です

■企業会計（水道事業）の状況
 収益的収支 
　 給水収益やサービ

ス提供に要する経
費など

収　入 23億 225万円
支　出 19億5,375万円

純利益 ３億4,850万円

 資本的収支�
　�水道施設の建設、

水道管の入れ替え
などの経費

収　入 ４億9,418万円

支　出 13億4,935万円

企業債残高 92億2,644万円
※�資本的収支の不足額８億5,517万円は積立金およ
び内部留保資金などで補てんしています

給水戸数　70,208戸
給水人口　157,232人
普 及 率　91.6%
配 水 量　1,909万㎥

※�給水収益などの減少で収入総額は減少し、
また、減価償却費や動力費などの増加で
支出総額が増加し、前年度比2,822万円減
の３億4,850万円の純利益となりました

市
債
残
高
は
減
少
し
て
い
ま
す

　

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
残
高
は
、

平
成
17
年
度
の
１
、３
２
１
億
円

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
て
、
合

併
以
降
取
り
組
ん
で
き
た
行
財
政

改
革
の
成
果
が
表
れ
て
き
て
い
ま

す
。

◆�

特
別
会
計

　

特
定
の
収
入
（
保
険
税
や
使
用
料
な

ど
）
で
、
そ
の
仕
事
の
支
出
を
賄
う
事

業
で
す
。
介
護
保
険
事
業
や
国
民
健
康

保
険
事
業
な
ど
が
、
こ
れ
に
当
た
り
ま

す
。

◆�

企
業
会
計

　

そ
の
仕
事
自
体
に
収
益
（
使
用
料
）

が
あ
り
、
そ
の
収
益
で
支
出
を
賄
う
独

立
採
算
制
の
会
計
で
、
水
道
事
業
が
こ

れ
に
当
た
り
ま
す
。
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ワ
ン
ポ
イ
ン
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歳
入
歳
出
用
語
説
明

【
歳 

入
】

■�

地
方
交
付
税
／
国
税
の
う
ち
所
得
税

や
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、
た
ば

こ
税
の
一
定
割
合
を
一
定
の
基
準
に

よ
り
国
が
交
付
す
る
税

■�

市
税
／
個
人
・
法
人
市
民
税
や
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

■�

国
・
県
支
出
金
／
特
定
目
的
事
業
の

財
源
と
な
る
国
と
県
の
補
助
金

■�

市
債
／
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業

な
ど
の
財
源
と
な
る
借
入
金

■�

繰
入
金
／
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

基
金
な
ど
の
会
計
間
の
資
金
の
や
り

と
り

【
歳 

出
】

■�

民
生
費
／
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児

童
な
ど
の
福
祉
全
般
の
事
業
経
費

■�

総
務
費
／
選
挙
や
戸
籍
、
徴
税
、
市

庁
舎
管
理
な
ど
の
経
費

■�

公
債
費
／
市
債
を
返
済
す
る
た
め
の

経
費

■�

農
林
水
産
業
費
／
農
業
や
林
業
な
ど

の
経
費

■�

土
木
費
／
道
路
や
公
園
整
備
、
住
宅

管
理
な
ど
の
経
費

■�

教
育
費
／
教
育
や
文
化
財
保
護
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

■�

衛
生
費
／
清
掃
、
保
健
衛
生
な
ど
の

経
費

高齢者福祉や児童福祉などに使う民生費が増加
し、全体の３割を超えています。今後もこの傾
向は続くと予想されます。
（％は歳出総額に占める割合です）

一般会計歳入歳出予算総額� 760億6,550万円
市が自主的に収入できる財源は 39.2％で、残り
は地方交付税や国・県支出金、市債などに依存
しています。
（％は歳入総額に占める割合です）

歳　入
760億6,550万円

歳　出
760億6,550万円

自主財源 
298億2,066万円

39.2％

依存財源 
462億4,484万円

60.8％

市　税
182億895万円

23.9％

繰入金
51億1,857万円

6.7％

諸収入ほか
64億9,314万円

8.6％

地方交付税
219億3,393万円

28.8％

国庫支出金
89億5,035万円

11.8％

市　債
68億5,052万円

9.0％

県支出金
52億743万円

6.9％

地方消費税交付金ほか
33億261万円

4.3％

民生費
250億7,942万円

33.0％

総務費
117億654万円

15.4％公債費
100億6,480万円

13.2％

農林水産業費
61億8,027万円

8.1％

土木費
57億5,763万円

7.6％

教育費
53億1,135万円

7.0％

衛生費
49億1,867万円

6.5％

その他
70億4,682万円

9.2％

■一般会計における税負担額などを
　市民１人当たりに換算すると
市民１人当たりの市税� 108,546 円
市民１人当たりの市債残高� 464,575 円

※�この算出では、国勢調査
に基づく４月１日現在の
推計人口（167,754人）
を用いています

■一般会計における市民一人当たりに要する経費
　最終予算額を市民１人に割り戻した額は、45万3,435円です。�

市民１人当たりの
民生費� 149,501円
市民１人当たりの
公債費� 59,997円
市民１人当たりの
農林水産業費� 36,841円
市民１人当たりの
土木費� 34,322円

市民１人当たりの
教育費� 31,662円
市民１人当たりの
衛生費� 29,321円
市民１人当たりの
商工費� 16,270円
市民１人当たりの
消防費� 13,508円

SHOP
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に
飲
食
店
や
事
業
所
を
対
象
に
し
た
次

の
よ
う
な
意
識
啓
発
の
取
り
組
み
を
実

施
す
る
な
ど
し
て
、
飲
酒
運
転
根
絶
に

向
け
た
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

○�

飲
食
店
を
対
象
に
し
た
取
り
組
み

　

�

飲
食
店
に
飲
酒
運
転
根
絶
を
訴
え
る

割
り
箸
を
配
布
し
、
来
店
者
に
提
供

し
ま
す
。ま
た
、ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

推
奨
店
を
選
定
し
来
店
者
へ
呼
び
掛

け
ま
す

○�

高
齢
者
や
若
者
、
子
ど
も
を
対
象
に

し
た
取
り
組
み

　

�

高
齢
者
へ
の
反

射
材
の
配
布
や
、

交
通
安
全
教
室

な
ど
を
開
催
し

ま
す

飲
酒
し
た
翌
朝
も
注
意
！

飲
酒
し
た
直
後
の
運
転
は
も
ち
ろ
ん
、

睡
眠
を
と
っ
た
翌
朝
も
ア
ル
コ
ー
ル
が

残
っ
て
い
る
と
、
飲
酒
運
転
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
飲
酒
を
し
て
か
ら
ア

ル
コ
ー
ル
が
抜
け
る
ま
で
に
要
す
る
時

間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
重
や
体
質
な
ど

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

自
分
の
適
量
や
、
飲
酒
を
す
る
時
間

に
つ
い
て
見
つ
め
直
し
、
翌
日
に
運
転

す
る
予
定
が
あ
る
場
合
は
ア
ル
コ
ー
ル

が
残
ら
な
い
よ
う
、
飲
み
過
ぎ
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
に
よ
っ
て
事
故
を
起
こ
す
と
、

家
族
や
仕
事
を
失
い
一
生
を
棒
に
振
る

だ
け
で
な
く
、
被
害
者
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
家
族
や
友
人
ま
で
巻
き
込
ん
で
、

計
り
知
れ
な
い
悲
劇
を
も
た
ら
し
ま
す
。

こ
う
し
た
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
市
民
一

人
一
人
が
力
を
合
わ
せ
、
飲
酒
運
転
を

許
さ
な
い
都
城
市
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

生
活
文
化
課　

☎
23

−

７
１
８
３

飲
酒
運
転
の
検
挙
者
数
は
、

５
年
連
続
で
県
内
ワ
ー
ス
ト
！

都
城
警
察
署
管
内
の
平
成
23
年
中
の

酒
気
帯
び
運
転
に
よ
る
人
身
事
故
の
発

生
件
数
は
15
件
（
県
内
合
計
69
件
）
で
、

負
傷
者
数
は
22
人
（
県
内
合
計
84
人
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
飲
酒
運
転
の
検
挙
者
は
86
人

（
県
内
合
計
４
８
７
人
）
と
、
５
年
連

続
で
県
内
ワ
ー
ス
ト
と
な
っ
て
い
て
、

憂
慮
す
べ
き
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
飲
酒
運
転
根

絶
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

警
察
署
や
関
係
機
関
と
協
力
し
て
行
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
飲
酒
運
転
は
後
を
絶
た

ず
改
善
の
兆
し
が
み
え
な
い
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
対
策
に
加
え
、
今
年
度
新
た

みんなの力で飲酒運転を
根絶しましょう！

取り返しのつかない飲酒運転による事故

42012.7



飲酒運転根絶に
全力で取り組んでいます

　県内の平成 24 年の飲酒運転の検挙者は、４月
末現在 126 人となっています。このうち都城警察
署管内は 24 人と全体の約２割を占めていて、交
通事故を起こして発覚した８人を現行犯逮捕しま
したが、１人は、発覚を恐れて逃走したため、ひ
き逃げ事件へと発展しました。
　昨年の飲酒運転の状況を分析すると、飲酒の理
由は「付き合い（30.8％）」、飲酒した場所は「飲
食店（52.7％）」、飲酒運転をした理由は「警察官
に見つからないと思った（66.4％）」となっていて、
本年も同じような傾向にあります。
都城警察署は、今後も飲酒運転の根絶に向けて

取り締まりを強化していきますので、地域や職場、
家庭で飲酒運転を許さない環境づくりの協力をお
願いします。

みんなの力で
飲酒運転ゼロの街

　学校の登下校中、よく見かけるものがあります。
それは、飲酒運転根絶の旗です。交通事故の原因
は「ドライバーの飲酒」というものが少なくあり
ません。そのために、私と同じ小学生や幼い子の
命、大人の命さえ失われています。何の罪もない
人が、なぜ、たった一人の飲酒運転で命を亡くす
ことになるのでしょうか。
　私は、「飲んだら乗らない、乗るなら飲まない」
という言葉を聞いたことがあります。皆さんも
知っていると思います。飲んだ人が運転しそうに
なったら、他の人がとめるという事もできるので
はないでしょうか。
　飲酒運転は、今すぐになくさなければなりませ
ん。「少しずつでいいから減っていく」ではダメ
だと思います。みんなで飲酒運転ゼロという未来
をつくり上げていきたいです。

職
場
で
の
取
り
組
み

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー

平
成
23
年
４
月
か
ら
、
仕
事
で
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
の
自
動
車
を
使
用
す
る
事

業
所
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー

（
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
）
に
よ
る
運
行

前
の
チ
ェ
ッ
ク
が
、
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
、前
日
の
ア
ル
コ
ー

ル
が
体
内
に
残
り
や
す
い
早
朝
に
、
自

動
車
を
運
転
す
る
従
業
員
の
飲
酒
運
転

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪

化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
会
社
の
信
頼

や
、
社
会
的
信
用
も
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
積
極
的
に

活
用
し
て
、
飲
酒
運
転
を
未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
は
、

市
内
の
量
販
店
な
ど
で
安
価
に
購
入
で

き
る
も
の
も
あ
り
、
家
庭
で
の
飲
酒
運

転
の
防
止
に
役
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

酒
を
提
供
す
る
飲
食
店
の
皆
さ
ん
へ

客
が
自
動
車
を
利
用
し
て
来
店
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
酒
を
提
供
し
、

そ
の
客
が
帰
宅
す
る
と
き
に
事
故
を
起

こ
し
た
場
合
、
当
事
者
だ
け
で
な
く
、

酒
を
提
供
し
た
店
の
責
任
者
も
罪
に
問

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
日
頃
か
ら
次
の
こ
と
を

心
掛
け
、
飲
酒
運
転
根
滅
に
向
け
て
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

○
客
が
来
店
し
た
と
き

　

�

客
が
自
動
車
を
利
用
し
て
い
な
い
か
、

ま
た
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー
が
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

○
退
店
時
の
対
応

　

�

客
が
運
転
代
行
な
ど
を
依
頼
し
て
帰

宅
す
る
と
き
は
、
そ
の
確
認
が
で
き

る
ま
で
自
動
車
の
鍵
を
預
か
っ
て
く

だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
だ
け
な
ら
と

い
っ
た
軽
い
気
持
ち
が
、
飲
酒
運

転
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

は
っ
き
り
と
し
た
対
応
を
お
願
い
し

ま
す

都城警察署長　武田久雄さん都城市交通少年団団長
高城小学校６年　有馬美咲さん

市役所環境業務課の取り組み

インタビュー

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は
お
決
ま
り
で
す
か
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国
保
税
の
納
付
は

国
保
の
資
格
を
得
た
と
き
か
ら

国
保
は
、
健
康
保
険
制
度
の
一
つ
で

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護

受
給
者
を
除
き
、
全
て
の
人
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
、
届
け
出
を
し
た
月
で
は
な
く
、
国

保
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
月
か
ら
保
険

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
転
入
や
転
出
、

他
の
健
康
保
険
へ
加
入
や
脱
退
な
ど
、

国
保
に
加
入
ま
た
は
脱
退
す
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
14
日
以
内
に
保
険

年
金
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
、
各
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
が
増
加
す
る
と

保
険
税
も
増
加
し
ま
す

国
保
は
各
市
町
村
が
運
営
し
て
い
る

制
度
で
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の

知
っ
て
く
だ
さ
い
　
　 

の
こ
と

私
た
ち
の
健
康
を
支
え
る
国
民
健
康
保
険
制
度

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
誰
も
が
安

心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合
い
支
え

合
う
保
険
制
度
で
す
。
国
保
の
健
全
な
運
営
の
た
め
、
納
期
限
ま
で
に

保
険
税
を
納
め
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
節
減
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�

◎
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課　

☎
23

−

２
６
４
２

医
療
費
が
増
え
れ
ば
、
国
保
か
ら
病
院

な
ど
に
支
払
わ
れ
る
医
療
給
付
費
も
増

え
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
保
険
税
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら

医
療
費
の
節
減
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①�生活習慣を見直し、適度な運動・栄養・
休養をバランスよくとりましょう
②�定期的に健康診断を受けて、病気の早
期発見や治療に心掛けましょう
③�休日や時間外診療は、緊急時などを
除き、なるべく避けましょう
④�かかりつけ医を持ち、はしご受診や
転医を控えましょう
⑤�ジェネリック医薬品（後発医薬品）
を活用しましょう
※�現在、服用中の薬をジェネリック医
薬品に替えた場合、どれだけ自己負
担分を少なくすることができるかを
お知らせする、「ジェネリック医薬品
差額通知」を９月と３月に郵送しま
す。通知書を参考にして、ジェネリ
ック医薬品を使いたい場合は、医師
や薬剤師へ相談しましょう

保
険
税
の
決
め
方

　

そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
、

皆
さ
ん
が
病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負

担
金
と
、
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
差

し
引
い
た
も
の
が
保
険
税
の
総
額
で
す
。

　

こ
れ
を
各
世
帯
ご
と
の
加
入
者
数
や

所
得
な
ど
に
応
じ
て
、
公
平
な
負
担
に

な
る
よ
う
に
各
世
帯
の
保
険
税
が
決
め

ら
れ
ま
す
。

保
険
税
の
計
算
方
法

　

１
年
間
に
納
め
る
保
険
税
は
、
医
療

保
険
分
（
医
療
分
）
と
後
期
高
齢
者
支

援
金
分（
支
援
金
分
）、介
護
保
険
分（
介

護
分
）
の
３
つ
を
合
わ
せ
た
額
が
税
の

総
額
で
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
所
得
割
、

資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割
で
計
算
し

合
算
し
た
額
で
す
。（
下
段
参
照
）

年間の保険税額（最高限度額 77 万円）

所得割額
課税所得※２×税率

資産割額
固定資産税額※３×税率

均等割額
加入者数×均等割額

平等割額
世帯単位で計算

※１　介護分 =40歳以上65歳未満の人が対象になります
※２　課税所得 = 平成23年の総所得金額等−基礎控除額 330,000 円
　　　　世帯の加入者それぞれに税率をかけて計算
※３　固定資産税額 = 平成24年度の固定資産税額（土地・家屋）。都市計画税は除く

医療費節減の
ポイント

介護分※１

最高限度額　12 万円
支援金分

最高限度額　14 万円
医療分

最高限度額　51 万円

国
保

62012.7



保
険
証
の
更
新
は
８
月
１
日
㈬

　

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
有
効
期
限
な

ど
を
確
認
し
、
８
月
１
日
以
降
に
病
院

な
ど
で
受
診
す
る
と
き
は
、
新
し
い
保

険
証
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証

は
、
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
不
要
と
な
っ
た
保
険
証
は
処

分
す
る
か
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

75
歳
以
上
の
人
や
、
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
65
歳
か
ら
74
歳
の
人
た
ち

の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は
、

負
担
割
合
が
変
更
に
な
っ
た
人
の
み

新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入

65
歳
以
上
の
人
で
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
と
、
負
担

割
合
が
１
割
に
な
り
保
険
料
が
安
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
の
人

②�

身
体
障
害
者
手
帳
４
級
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

　

�

下
肢
障
害
４
級
１
号
・
３
号
・
４
号
、

音
声
、
言
語
、
そ
し
ゃ
く
機
能
障
害

③
療
育
手
帳
Ａ
の
人

④
障
害
基
礎
年
金
１
級
・
２
級
の
人

⑤�
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・

２
級
の
人

各
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

次
の
認
定
証
の
更
新
手
続
き
を
８
月

１
日
㈬
か
ら
行
い
ま
す
。

①�

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証

②�

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

③�

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
対
象
者
に

は
、
新
し
い
認
定
証
を
７
月
末
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
）

※�

国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療

証（
70
歳
未
満
の
慢
性
腎
不
全
の
人
）

は
手
続
不
要
で
す
。
７
月
末
ま
で
に

新
し
い
認
定
証
を
郵
送
し
ま
す

●自己負担割合
　70 歳以上の人や後期高齢者医療保険の被保険
者の人は、前年の所得などに基づき病院での自己
負担が１割または３割となります。３割負担と判定
された場合でも、世帯の収入合計額が一定未満の
ときは、申請することで１割負担が適用されます。
対象者には、申請書を郵送していますので、手続き
を行ってください。

●一部加入者の２割負担
70歳から74歳の医療費の自己負担は１割に抑え
られていますが、国は平成25年４月１日から負担
割合を１割から２割に引き上げる予定です。
そのため、現役並みの所得者を除く保険加入者
の保険証に、自己負担割合が「２割　※平成25年
３月末日までは１割」と記載されています。
ただし、自己負担割合の引き上げについては、
今後、国において凍結される可能性もあります。凍
結された場合は、平成25年３月までに新しい保険
証を郵送します。

●有効期限は原則１年
国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証の有

効期限は平成25年７月31日、後期高齢者医療被
保険者証は平成25年３月31日までです。
次の人は、期限が異なりますのでご注意ください。

◦69歳の人→70歳の誕生月の末日まで
◦74歳の人→75歳の誕生日の前日まで
◦退職被保険者で64歳の人
　　　　　　→65歳の誕生月の末日まで
※保険税の未納がある人は、有効期限が短い
　保険証（短期証）となる場合があります
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夏
休
み
を
迎
え
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
自
由
研
究
が
行
え
る
イ
ベ
ン
ト
や

楽
し
い
思
い
出
が
つ
く
れ
る
市
内
の
施

設
を
紹
介
し
ま
す
。

体
験
し
よ
う
！

古
代
の
く
ら
し
体
験

（
火
お
こ
し
ほ
か
）

●
日
時　

７
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
、

　
　
　
　

８
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

　
　
　
　

①
10
時
30
分
～
11
時
30
分　

　
　
　
　

②
14
時
～
15
時

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館（
都
島
町
）

●
対
象　

小
・
中
学
生　

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

●
定
員　

各
10
組

※
各
回
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

７
月
９
日
㈪
～
26
日
㈭
ま
で
に

　
　
　

文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７

た
ち
ば
な
天
文
台

夏
休
み
企
画

【
望
遠
鏡
工
作
教
室
】

　

望
遠
鏡
の

工
作
や
宇
宙

の
話
の
後
は
、

参
加
者
全
員

で
星
空
の
下
、

お
い
し
い
夕

食
を
楽
し
め

ま
す
。

●
日
時　

７
月
29
日
㈰

　
　
　
　

14
時
30
分
～
21
時

●
定
員　

20
組

※�

申
し
込
み
順
。
定
員
に
達
し
次
第
締

め
切
り

●
参
加
費　

材
料
費
１
、５
０
０
円

　
　
　
　
　

夕
食
代
１
人
７
０
０
円

　
　
　
　
　
（
未
就
学
児
３
０
０
円
）

【
ジ
ャ
ン
ボ
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
っ
て
み
よ
う
】

　

人
が
中
に
入
れ
る
サ
イ
ズ
の
シ
ャ
ボ

ン
玉
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

８
月
５
日
㈰　

13
時
～
15
時

●
定
員　

20
組

※�

申
し
込
み
順
。
定
員
に
達
し
次
第
締

め
切
り

●
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

※�

ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
別
途
入
館
料

（
中
学
生
以
上
３
０
０
円
、
小
学
生

１
０
０
円
）
が
必
要
で
す

　

た
ち
ば
な
天
文
台

　
　
　

☎
62

－

４
９
３
６

夏
休
み
子
ど
も
特
集び

学

楽
し
く

遊
ぼ
う

い
っ
ぱ
い

夏
休
み
点
字
図
書
館
わ
く
わ
く
塾
2012

　

盲
導
犬
の
誘
導
や
点
訳
体
験
、
点
字

用
紙
を
使
っ
た
工
作
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
27
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

　

７
月
24
日
㈫
ま
で
に
点
字
図
書

館　

☎
26

－

１
９
４
８

こ
ど
も
植
物
観
察
会

●
内
容
・
日
時　

⃝

採
取
と
標
本
の
作
り
方

７
月
29
日
㈰　

９
時
～
12
時

⃝

植
物
名
前
調
べ

８
月
19
日
㈰　

９
時
～
12
時

※
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
の
参
加
は
不
可

●
場
所　

緑
の
相
談
所（
早
水
公
園
内
）

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

　

７
月
17
日
㈫
ま
で
に
道
路
公
園

課　

☎
23

－

２
６
１
３

作
っ
て
み
よ
う
！

夏
休
み
親
子
陶
芸
教
室

●
日
時　

７
月
21
日
㈯
～
８
月
５
日
㈰

９
時
～
15
時
（
１
時
間
程
度
）

●
場
所　

竹
楽
の
お
サ
ト
「
竹
楽
館
」

●
対
象　

未
就
学
児
・
小
学
生
と
そ
の

保
護
者　

※
要
申
し
込
み

●
参
加
費　

１
、０
０
０
円

　

竹
楽
館　

☎
58

－

６
１
５
０
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図
書
館 

夏
休
み
企
画

【
夏
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
教
室
】

　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、

万
華
鏡
な
ど
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

７
月
28
日
㈯　

13
時
30
分
～

●
場
所　

都
城
市
立
図
書
館
３
階

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
と
そ
の
保
護

者
15
組　

※
申
し
込
み
順

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
本
の
杜
ゆ
う
ゆ
う

　
　
　

☎
23

－

０
９
６
２

【
夏
休
み
植
物
名
前
調
べ
会
】

　

植
物
採
集
し
た
植
物
標
本
の
名
前
調

べ
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

都
城
市
立
図
書
館
１
階

●
対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

※
必
ず
採
集
し
た
標
本
を
持
参
く
だ
さ
い

　

都
城
市
立
図
書
館

　
　
　

☎
22

−

０
２
３
９

【
高
城
図
書
館
夏
休
み
映
写
会
】

●
日
時　

８
月
３
日
㈮

　
　
　
　

14
時
30
分
～

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
上
映
作
品　

裸
の
王
様
、
ま
め
う
し

く
ん
の
交
通
安
全
ほ
か

●
対
象　

未
就
学
児
、
小
・
中
学
生

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

　

高
城
図
書
館　

☎
58

−

４
２
２
４

※�

参
加
費
の
記
入
の
な
い
イ
ベ
ン
ト
は
、

無
料
で
参
加
で
き
ま
す

夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
木
工
教
室

●
日
時　

8
月
5
日
㈰　

9
時
～

●
場
所　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

本
棚
、
長
い
す
な
ど
の
製
作

●
対
象　

中
学
生
以
下

●
定
員　

80
組　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
費　

５
０
０
円

　

社
会
福
祉
協
議
会
山
之
口
支
所

　
　
　

☎
57

－

４
５
７
８

夏
休
み
！
　
作
ろ
う
エ
コ
作
品

●
日
時　

７
月
29
日
㈰
・
８
月
12
日
㈰

９
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
16
時
30
分

計
４
回

●
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ

い
館

●
内
容　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源

ゴ
ミ
を
使
っ
た
エ
コ
作
品
作
り

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
と
そ
の
保
護

プール情報
　どの施設も、期間中は無休で営業しま
す。※天候により休業する場合あり
●施設名・期間・問い合わせ
関之尾緑の村プール
7 月 20 日㈮～ 9月 2日㈰
関之尾緑の村　☎ 37-2929
観音池公園子ども村プール
７月 14 日㈯～９月２日㈰
観音さくらの里　☎ 58-6139
山田かかしの里流れるプール
７月 21 日㈯～８月 28 日㈫
くえびこ山田　☎ 64-3455

キャンプ場情報
●場名・期間・問い合わせ
関之尾キャンプ場
通年　
関之尾緑の村　☎ 37-2929
青井岳キャンプ場
7 月 1 日㈰～ 8月 31 日㈮
青井岳キャンプ場　☎ 57-4774
観音池公園内キャンプ場
通年　
観音さくらの里　☎ 58-6139
たちばな北斗ハウス（ログハウス）
通年　
ラスパたかざき　☎ 62-5526
※�各施設の設備や料金、利用時間などについ
ては、直接問い合わせください

夏を遊ぼう

者　

各
10
組　

※
要
申
し
込
み

●
休
館　

毎
週
火
曜
日
、
第
３
日
曜
日

●
そ
の
他　

夏
休
み
期
間
中
は
、
紙
す

き
や
土
に
か
え
る
鉢
作
り
な
ど
が
体
験

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い

館　

☎
36

－

３
９
０
０

描
い
て
み
よ
う
！

都
城
島
津
邸

夏
休
み
こ
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会

　

作
品
は
、
８
月
11
日
㈯
～
19
日
㈰
の

期
間
、
都
城
島
津
邸
に
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
21
日
㈯
～
８
月
10
日
㈮

　
　
　
　

９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　

都
城
島
津
邸

●
対
象　

市
内
の
小
学
生

●
用
意
す
る
も
の　

画
板
、
絵
の
具
、

筆
洗
い
器
な
ど

※
画
用
紙
の
み
当
日
配
布

　

都
城
島
津
邸　

　
　
　

☎
23

－

２
１
１
６

夏
休
み
美
術
・
書
道
教
室

　

夏
休
み
の
宿
題
は
こ
の
1
日
で

●
日
時　

７
月
29
日
㈰　

９
時
～
12
時

●
場
所　

美
術
館
（
鑑
賞
）

　
　
　
　

中
央
公
民
館
（
教
室
）��

●
定
員　

各
80
人

※�

申
し
込
み
順
。詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

●
用
意
す
る
も
の　

画
板
、
絵
画
・
書

道
道
具
一
式

※
画
用
紙
、
半
紙
は
配
布
し
ま
す

　

生
活
文
化
課　

　
　
　

☎
23

－

２
１
３
２

家族や友だちとわきあいあい

暑い夏を楽しもう！
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節電メニュー 節電効果

エアコン

室温を28℃にする（＋２℃の場合） 10％
「すだれ」や「よしず」、グリーンカーテン
などで窓からの日差しを和らげる 10％

無理のない範囲でエアコンの使用を控え、
扇風機を使用する 50％

冷蔵庫

設定温度を「強」から「中」以下に変え、
扉を開ける時間をできるだけ減らし、食品
を詰め込み過ぎないようにする（食品の傷
みに注意してください）

２％

照明 日中は不要な照明を消す ５％

テレビ 省エネモードに設定する。画面の輝度を下
げ、必要な時以外は消す ２％

温　水
洗浄便座

オフ機能やタイマー節電機能を利用する
いずれかで
１％未満上記の機能がない場合、使わない時はコン

セントからプラグを抜く
ジャー
炊飯器

早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊い
て、冷蔵庫や冷凍庫に保存する ２％

待機電力
リモコンの電源ではなく、本体の主電源を
切る。長時間使わない機器は、コンセント
からプラグを抜く

２％

地
球
に
も
家
計
に
も
優
し
い
節
電

　

今
年
の
夏
は
、
東
日
本
大
震
災
や
そ

れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影

響
で
、
全
国
的
に
電
力
不
足
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
九
州
管
内
で
は
お
盆
を
除

く
７
月
２
日
か
ら
９
月
７
日
ま
で
の
平

日
、
電
気
の
使
用
が
多
い
午
前
９
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
節
電
の
協
力
を
呼
び

目
標
は
マ
イ
ナ
ス
10
㌫
の
節
電
　

あ
な
た
も
今
日
か
ら
節
電
の
プ
ロ
に
！

豊
か
な
自
然
や
貴
重
な
景
観
な
ど
を
残
し
て
い
く
た
め
に
策
定
し
た
都
城
市

環
境
基
本
計
画
。
そ
の
取
り
組
み
を
今
月
号
か
ら
２
回
に
わ
た
り
紹
介
し
ま

す
。
初
回
は
家
庭
で
で
き
る
節
電
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
生
活
を
見
直
し
、
省
エ
ネ
や
省
資
源
、
ご
み
の
削
減
な
ど
、
環

境
に
配
慮
し
た
生
活
ス
タ
イ
ル
に
転
換
し
て
い
く
機
会
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課　

☎
23
ー
２
１
３
０

エアコンの節電が
ポイントです！
家庭での夏の日中の消費電力割合
（資源エネルギー庁調べ）

夏の日中（14 時頃）の消費電力割
合をみると、エアコンや冷蔵庫、テ
レビなどの主要な電気製品が約８割
を占めています。
一般家庭では、消費電力の大きい

エアコンの節電が最も効果的です。
エアコンの設定温度を２℃上げて室
温を 28℃にすることで、10％の節電
ができます。
各家庭での取り組みが大きな効果

につながりますので、節電対策メニ
ューを活用して効果的な節電に取り
組みましょう。

本紙６月号の広報クイズ「あなたの節電方法
を教えてください」に寄せられた意見を一部
紹介します。参考にして実践してみましょう。

西日の当たる居
間の窓に、グ
リーンカーテン
を設置する。
（タカチャン）

深夜電力の時
間帯に、なる
べく家事を済
ませる。
（コッコさん）

夜は家族が一
つの部屋に集ま
り、無駄な照
明はつけない。
（Ｅ・Ｔさん）

熱帯夜は、氷
枕をして寝る。
（アヒルさん）

ポットのお湯
は、ガスで沸
かしてから保
温する。
（福ちゃん）

テレビを省エネ
モードに、冷
蔵庫の温度を
中や弱にする。
（S・Kさん）

家庭の節電対策メニュー
それぞれを組み合わせることで、より効果が上がります。

＜緊急時の節電協力お願いメールの登録＞
　気温の急激な上昇などで電力の需給状況が
厳しい場合、携帯電話に節電協力の依頼メー
ルを配信するサービスを九州電力が行ってい
ます。メールが届いたらエアコンを控えるな
どしましょう。
　登録１件につき、100円が
震災被災地に寄付されます。
※�ＱＲコードからアクセス
して登録してください※経済産業省「夏の節電メニュー（ご家庭の皆様）」から抜粋

掛
け
て
い
て
、
一
昨
年
比
10
㌫
程
度
の

削
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
日
頃
の
生
活
ス
タ
イ

ル
を
見
直
し
、
地
球
に
も
家
計
に
も
優

し
い
節
電
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
エ
ア
コ
ン
の
控
え
過
ぎ
に
よ

る
熱
中
症
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

人
は
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

テレビ
5％

照明
6％

冷蔵庫
17％

待機電力
3％

その他
11％

エアコン
58％
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公
共
交
通
の
利
用
状
況

　

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

は
、
私
た
ち
市
民
の
大
切
な
移
動
手
段

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
公
共
交
通
機
関
の
乗
客
数

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
バ
ス

の
利
用
者
は
著
し
く
減
少
し
、
一
部
の

路
線
は
、
国
や
県
、
市
が
補
助
金
を
出

し
て
、
な
ん
と
か
運
行
を
継
続
し
て
い

る
状
況
で
す
。
こ
の
ま
ま
利
用
者
が
減

り
続
け
る
と
、
便
数
が
減
少
し
、
さ
ら

に
は
、
路
線
廃
止
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

地
域
の
財
産

　

公
共
交
通
機
関
は
、
地
域
生
活
を
支

え
る
貴
重
な
財
産
で
す
。
皆
さ
ん
に
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
公
共
交
通
の

維
持
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

貴
重
な
財
産
を
残
す
た
め
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
通
勤
割
引
制
度
の
利
用

　

バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
公
共
交

通
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
平
成

22
年
７
月
か
ら
エ
コ
通
勤
割
引
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
動
車
ま
た
は
バ
イ
ク
で
通
勤
し
て

い
る
人
が
対
象
で
、
水
曜
日
に
路
線
バ

ス
を
利
用
し
て
通
勤
す
る
場
合
、
そ
の

ＪＲ吉都線全線開業
100周年を迎えます

市民の身近な生活の足として重要な役割
を果たしているＪＲ吉都線。この吉都線が
来年10月に全線開業100周年を迎えるのに合
わせ、沿線の５市町で記念事業を計画中で
す。沿線地域の魅力を発信し、観光の振興
を目指します。地域の財産である公共交通
機関を見直すよい機会となりますので、市
民の皆さんも参加ください。

運
賃
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
エ
コ

通
勤
割
引
パ
ス
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

パ
ス
の
取
得
方
法
な
ど
、
詳
細
は
下
記

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■バス利用乗客数　※１日平均

※都城市、三股町、小林市、高原町管内（宮
崎市、曽於市、霧島市、湧水町の一部を含む）
の宮崎交通㈱の乗客数

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
4,380

H17 H18 H19 H20 H21 H22

3,814
3,375 3,260

2,921 2,774

公共交通維持とエコのためにも公共交通機関を利用しましょう！� �◎問い合わせ　経営戦略課　☎23−2115

エコ通勤割引パスの取得方法

利用者

バス事業者
※�宮崎交通㈱、
　三州自動車㈱、
　㈲高崎観光バス

※毎週水曜日が
　割引対象

み
や
ざ
き
エ
コ
通
勤
割
引
利
用

推
進
協
議
会
事
務
局

（
宮
崎
県
総
合
交
通
課
内
）

☎
０
９
８
５
ー
26
ー
７
０
３
８

❸

運賃の割引
※大人料金の半額

路線バス
で通勤

割引パス
の発行

割引パス
の申請❶

❷

（人）

（年）
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都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
で
は
、
地

域
の
雇
用
拡
大
や
人
材
育
成
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に

地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
フ
ー
ド
商
品

や
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
に
向
け
た
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
地
域
雇
用
創
造

協
議
会　

☎
23

−

２
４
１
２

●
雇
用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー

事
業
主
や
現
在
、
仕
事
を
し
て
い
る

人
を
対
象
に
、
企
業
力
の
ア
ッ
プ
や

６
次
産
業
化
を
後
押
し
す
る
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

●
就
職
促
進
メ
ニ
ュ
ー

就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
事
業

の
紹
介
や
参
加
者
の
募
集
な
ど
の
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

市
で
は
、
美
し
い
環
境
を
守
る
た
め
、

毎
年
７
月
の
第
４
日
曜
日
を
「
都
城
市

環
境
美
化
の
日
」
と
定
め
、
市
内
全
域

に
お
い
て
清
掃
や
緑
化
な
ど
の
地
域
環

境
美
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で

協
力
し
て
、
よ
り
明
る
く
、
よ
り
美
し

く
、
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

−

２
１
３
０

●
実
施
日　

７
月
22
日
㈰

※
自
治
公
民
館
に
よ
っ
て
は
、
行
事
な

ど
の
都
合
で
、
日
程
が
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

●
注
意
事
項

・�

作
業
に
当
た
っ
て
は
、
け
が
の
無
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
草
刈

機
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周
囲

に
配
慮
し
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う

・�

搬
出
す
る
ご
み
の
分
別
は
、
徹
底
し

ま
し
ょ
う

・�
空
き
缶
も
大
切
な
資
源
で
す
。
拾
っ

た
空
き
缶
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
環

境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う

・�

雑
草
の
生
い
茂
っ
た
空
き
地
は
、
害

虫
の
発
生
原
因
や
ご
み
の
不
法
投
棄

の
場
所
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
は
み

●
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー

求
職
者
や
創
業
を
考
え
て
い
る
人
を

対
象
に
し
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。
医
療
・
福
祉
分

野
の
人
材
育
成
事
業
や
Ｉ
Ｔ
研
修
の

ほ
か
、
食
の
分
野
へ
の
就
職
や
創
業

を
支
援
し
ま
す
。

●
雇
用
創
出
実
践
メ
ニ
ュ
ー

①
地
域
資
源
を
活
用
し
た
フ
ー
ド
商
品

開
発
事
業

　
�

食
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
商
品
を
開
発

し
、
レ
シ
ピ
を
公
開
。
取
扱
店
を
募

集
し
て
、
販
路
開
拓
を
行
い
ま
す

②
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ラ
ン
開
発
事
業

　

�

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
や

地
域
資
源
情
報
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
い
、
新
た
な
観
光

地
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

出
し
た
庭
木
は
交
通
の
妨
げ
に
な
り

ま
す
。
所
有
者
は
早
め
に
刈
り
込
み

ま
し
ょ
う

・�

当
日
は
、
家
庭
内
か
ら
発
生
し
た
ご

み
（
雑
草
、
雑
木
を
含
む
）
は
、
持

ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

平
成
24
年
度 

都
城
市
環
境
美
化
の
日

あ
な
た
の�

応
援
し
ま
す

ＪＡＭアンチエイジングア
ドバイザーの資格取得を目
指しませんか。
●日時
　８月30日㈭・31日㈮
　13時～17時
●場所
　総合文化ホール
●定員　20人
●受講料　無料
※�定員に達し次第、受付終了

アンチエイジング
アドバイザーセミナー

・�地区で計画された環境美化
活動に家族みんなで参加し
ましょう
・�心豊かな子どもの育成を図
るために、子どもと一緒に
参加して、世代間の交流を
図りましょう
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武
士
と
し
て
時
代
を
生
き
抜
い
た
都
城

島
津
家
に
は
、
た
く
さ
ん
の
鎧よ

ろ
い

や
鉄
砲

の
ほ
か
、鞍く

ら

や
鐙あ

ぶ
み

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
都
城
島
津
伝
承
館
企
画
展
「
ま

も
る
武
・
た
た
か
う
武
」
で
は
、
古
く

か
ら
伝
わ
る
鎧

よ
ろ
い

兜か
ぶ
とや
武
器
具
を
展
示
し

て
、
武
士
が
合
戦
に
臨
む
ま
で
の
様
子

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

−

２
１
１
６

●
期
間

　

７
月
21
日
㈯
～
９
月
30
日
㈰

●
観
覧
料

•

大
人
２
１
０
円
（
１
５
０
円
）

•

高
校
生
・
大
学
生

１
５
０
円
（
１
０
０
円
）

•
小
学
生
・
中
学
生　

無
料

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

期
間
中
に
限
り
都
城
島
津
邸
内
の
本

宅
は
、
小
・
中
学
生
無
料

都城島津伝承館企画展
武具約40点をずらりと展示！
　時代で変わる鎧の作りや美術工芸品
としての価値もお楽しみください。

⃝室町時代の鎧（紺
こんいと

糸威
おどしむらさき

紫白
しろかたすそどうまる

肩裾胴丸）
弓を射る戦い方から、刀を
持って戦うようになった時
代です。上級武士は動きや
すい「胴丸」という鎧をよ
く使いました

⃝戦国時代の鎧（鉄
てつさびじなんばんどうぐそく

錆地南蛮胴具足）
鉄砲や刀で戦うことが多い
時代で、隙間から切られた
り、撃たれたりする危険が
あるため、体にぴったり合
った鎧を使いました

⃝江戸時代の鎧（白
しろむらさきいとだんおどしおおよろい

紫糸段威大鎧）
平和な時代になると、鎧を
着て戦うことも少なくな
り、鎌倉時代の鎧をまねて、
とても美しい鎧を作るよう
になりました

●�緋
ひ

羅
ら し ゃ じ

紗地丸
まる

に十
じゅう

字
じ

紋
もん

陣
じ ん ば お り

羽織
　都城島津家25代久

ひさ

静
なが

が京都警護
　の際に着用したといわれている

南九州大学都城キャンパス� ☎ 21-2111
●日時　�子ども教育学科７/22、環境園芸学科７/29

両学科合同８/26　11：00 ～16：00
●内容　学科紹介、研究室紹介、体験授業ほか
都城工業高等専門学校�  ☎ 47-1134
●日時　７/27　８：00 ～ 16：30
●内容　校内見学、学校説明ほか
都城コアカレッジ� ☎ 38-4811
●日時　７/２～７、７/30 ～８/ ３、９/３～８、
　10/22～ 27、11/12～17、１/28 ～２/２、３/25 ～
　30　月～金曜日は 16：00～20：00、土曜日は 10：00
　～12：00
　この他、７/28 が 10：00 ～ 13：00、８/８・25、
　９/22、12/15 が 10：00 ～ 12：00
●内容　学校説明、体験授業ほか

オープンキャンパス情報
市内・三股町内の大学や高専、専門・専修学校でオープンキャンパスが行われます。
体験授業などを通して、学生生活に関する疑問などを相談できます。
事前に各学校に連絡の上、参加ください。� ◎問い合わせ　経営戦略課　☎ 23-2115

都城デンタルコアカレッジ� ☎ 38-4812
●日時　�７/30 ～８/３、９/18 ～ 22、３/25 ～ 30
　月～金曜日は 16：00 ～ 20：00
　土曜日は 10：00 ～ 12：00
　この他、７/28 が 10：00 ～ 13：00、８/25、10/27、
　11/17、12/15、２/２が 10：00 ～ 12：00
●内容　学校説明、体験授業ほか
国立病院機構都城病院附属看護学校� ☎ 22-3690
●日時　７/29、８/19
　　　　13：00 ～ 15：30
●内容　学校説明、体験授業ほか
都城洋香看護専門学校� ☎ 52-6921
●日時　毎週土曜日 ( 祝日は除く )、夏期休暇・冬
　期休暇中の毎週月～土曜日�８：30 ～ 16：30
●内容　学校案内、学校説明ほか

※上記以外の高等教育機関でも、学校説明などの相談を随時受け付けています。詳しくは各学校へ
　◦都城看護専門学校　☎ 22-0711　◦都城調理師高等専修学校　☎ 22-4626
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地
場
産
品
を
買
っ
て
ま
ち
を
元
気
に

み
や
こ
ん
じ
ょ
復
興
ま
つ
り

　

口
蹄
疫
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
た
み

や
こ
ん
じ
ょ
復
興
ま
つ
り
が
５
月
19

日
・
20
日
、
都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
小
売
店
な
ど
が
軒
を
連
ね
た
会
場
に

は
、
地
場
産
品
が
ず
ら
り
。
農
畜
産
物

や
加
工
品
な
ど
を
買
い
求
め
る
客
や
、

実
演
販
売
の
炭
火
焼
き
な
ど
に
舌
鼓
を

打
つ
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
道
芸
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

も
行
わ
れ
、
子
ど
も
ら
は
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。
後
藤
章
文
さ
ん
（
宮
崎

市
）
は
「
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
っ
と

活
気
付
く
と
い
い
で
す
ね
」
と
土
産
を

手
に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

世
紀
の
天
体
シ
ョ
ー
に
期
待
を
込
め
て

日
食
眼
鏡
工
作
教
室

　

国
内
で
は
約
25
年
ぶ
り
と
な
る
金
環

日
食
を
前
に
５
月
19
日
、
日
食
眼
鏡
工

作
教
室
が
た
ち
ば
な
天
文
台
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
親
子
ら
は
簑み

の
べ部

樹た
つ
お生
台
長
か
ら
眼
鏡
の
作
り
方
の
説
明

を
受
け
た
後
、
熱
心
に
製
作
。
眼
鏡
が

完
成
す
る
と
、
早
速
、
親
子
で
太
陽
を

観
察
し
て
い
ま
し
た
。
濱
口
真ま

お央
さ
ん

（
南
小
１
年
）
は
「
太
陽
を
直
接
見
て

は
い
け
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
金
環
日
食
当
日
の
５

月
21
日
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空
。
市

内
で
観
察
が
で
き
た
所
は
一
部
で
し
た

が
、
た
ち
ば
な
天
文
台
や
各
小
中
学
校

な
ど
で
観
察
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

親
子
で
楽
し
く
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
前
期
）

　

5
月
23
日
、
親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
前
期
の
部
の
開
講
式
が
、
早
水
公

園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
運
動
を
通
し
て
親
子
の
絆
を
深
め

る
と
と
も
に
、
親
同
士
の
交
流
を
図
ろ

う
と
開
催
。
参
加
し
た
33
組
の
未
就
学

児
と
保
護
者
ら
は
、
親
子
で
一
緒
に
体

を
動
か
し
て
ボ
ー
ル
投
げ
を
し
た
り
、

マ
ッ
ト
運
動
や
平
均
台
渡
り
な
ど
を
し

た
り
し
て
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
初

め
て
参
加
し
た
砂
坂
裕
子
さ
ん
（
南
横

市
町
）
は
「
始
め
は
だ
っ
こ
を
せ
が
ん

で
い
ま
し
た
が
、
終
わ
る
頃
に
は
一
人

で
で
き
て
い
ま
し
た
」
と
子
ど
も
の
順

応
性
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

右
・
左
・
右
！　

し
っ
か
り
安
全
確
認

高
齢
者
交
通
安
全
競
技
大
会

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
ご
う
と
、

高
齢
者
交
通
安
全
競
技
大
会
（
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
）
が
5
月
24
日
、
高

城
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
で
3
回
目
を
迎
え
た
同

大
会
に
は
、
市
内
の
高
齢
者
約
２
８
０

人
が
参
加
。
コ
ー
ス
内
に
設
け
ら
れ
た

横
断
歩
道
で
安
全
確
認
を
し
な
が
ら
腕

前
を
競
い
合
っ
た
後
、
交
通
指
導
員
に

よ
る
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
田
中
辰た

つ
の
り範
さ
ん（
高
崎
町
東つ
ま

霧
島
）

は
「
運
転
マ
ナ
ー
の
悪
い
人
が
多
い
の

で
、
道
路
を
渡
る
と
き
は
気
を
付
け
た

い
」
と
交
通
安
全
意
識
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。
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まちの話題

島
津
の
教
え
で
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨

郷
中
教
育
体
験
講
座

　

鹿
児
島
藩
の
郷ご
じ
ゅ
う中
教
育
を
学
ぶ
講
座

が
始
ま
り
５
月
27
日
、
都
城
島
津
邸
で

開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
催
し
た

都
城
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
会
議

の
田
代
理
事
長
が
「
島
津
の
教
え
を
楽

し
く
学
び
、
立
派
な
人
に
育
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加
し
た
23
人

の
小
学
生
ら
は
早
速
、
自じ

げ
ん
り
ゅ
う

顕
流
の
剣
術

に
挑
み
、
大
き
な
声
を
発
し
な
が
ら
打

ち
込
み
稽
古
を
行
う
な
ど
し
て
伝
統
的

教
え
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。
指
導
役
の

久
野
康
之
さ
ん
（
郡
元
町
）
は
「
こ
の

機
会
に
、
我
が
子
と
一
緒
に
武
道
を
学

べ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
親
子
の
師

弟
関
係
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
朝
ご
は
ん

お
は
よ
う
　
め
ざ
ま
し
朝
ご
は
ん

　

新
入
生
同
士
の
親
睦
や
地
域
と
の
交

流
を
深
め
る
「
お
は
よ
う　

め
ざ
ま
し

朝
ご
は
ん
」
が
5
月
27
日
、
南
九
州
大

学
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
生
と
一

緒
に
学
校
周
辺
を
清
掃
し
た
後
、
食
事

を
共
に
し
て
交
流
を
深
め
よ
う
と
地
域

応
援
団
「
か
た
ら
ん
花か

」
が
企
画
。
学

生
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
、
道
路
脇
の

植
え
込
み
な
ど
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶

な
ど
を
拾
い
集
め
た
後
、
朝
ご
は
ん
を

食
べ
な
が
ら
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
高
橋
直
宏
さ
ん
（
1
年
）
は
「
い

つ
も
食
事
を
作
り
ま
す
が
、
掃
除
を
し

た
後
の
ご
飯
は
特
に
お
い
し
い
」
と
手

作
り
の
味
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

泥
ん
こ
姿
で
ハ
ッ
ス
ル

高
崎
町
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

　

五
穀
豊ほ
う
じ
ょ
う穣
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的

と
し
た
高
崎
町
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
祭
が
6
月
3
日
、
高
崎
小
学
校
南
側

の
水
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
20

回
目
を
迎
え
る
同
祭
に
市
内
外
か
ら
45

チ
ー
ム
約
２
８
０
人
が
参
加
。
趣
向
を

凝
ら
し
た
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
選
手
ら

は
、
泥
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
ボ
ー

ル
を
追
い
掛
け
、
全
身
泥
ま
み
れ
に
な

り
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
が
縁
で
友
達
に

な
っ
た
仲
間
と
参
加
し
た
田
中
こ
こ
ろ

さ
ん
（
平
江
町
）
は
「
20
代
最
後
の
思

い
出
に
思
い
っ
き
り
飛
び
込
み
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

豊
作
を
願
い
古
式
ゆ
か
し
く
田
植
え

お
田
植
え
祭

　

豊
作
を
願
う
お
田
植
え
祭
が
６
月
２

日
、
東つ

ま

霧
島
神
社
（
高
崎
町
）
で
古
式

ゆ
か
し
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
高
崎

小
学
校
の
児
童
21
人
が
参
加
し
て
、
昔

な
が
ら
の
田
植
え
を
再
現
。
早
乙
女
役

の
女
子
は
か
す
り
の
着
物
に
た
す
き
掛

け
、
男
子
は
法
被
姿
で
登
場
し
ま
し
た

が
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
か
っ
ぱ
を

着
て
境
内
の
水
田
に
入
り
ま
し
た
。
児

童
ら
は
、
豊
作
を
願
う
俵
踊
り
の
曲
が

流
れ
る
中
、
古
代
米
の
苗
を
一
株
ず
つ

丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
有
村
歩あ

ゆ
か華

さ
ん
（
６
年
）
は
「
泥
の
感
触
が
気
持

ち
悪
か
っ
た
け
ど
、
慣
れ
る
と
楽
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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小学生の部で優勝した
第61回祐

ゆうとくほんいんぼう

徳本因坊戦

は
父
親
と
ゲ
ー
ム
で
楽
し
む
程
度
で
し

た
が
、
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
市
内
の
囲

碁
教
室
を
訪
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

週
１
回
の
囲
碁
教
室
と
自
宅
で
の
専
門

書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
練

習
を
重
ね
、
腕
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
英
語
教
室
や
そ
の
他
の

習
い
事
も
や
め
て
囲
碁
に
集
中
す
る
別

府
君
。
そ
ん
な
多
忙
な
毎
日
の
中
で
楽

し
み
な
時
間
は
「
学
校
の
昼
休
み
に
友

だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
」
と
、
子
ど
も
ら
し

い
一
面
も
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　

６
段
格
の
相
手
と
対
局
す
る
ま
で
に

腕
を
上
げ
た
現
在
は
、
対
戦
相
手
を
求

め
て
、
週
末
に
市
内
の
碁
会
所
に
も

通
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
都
城
弁

を
交
え
た
会
話
や
親
し
み
や
す
さ
で
、

先
輩
棋
士
か
ら
は
子
ど
も
や
孫
の
よ
う

に
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

母
親
の
貴
子
さ
ん
は
、「
上
達
す
る

こ
と
が
で
き
た
り
、
こ
れ
ま
で
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
た
り
し
た
の
も
、
囲
碁
教
室

の
先
生
の
指
導
や
囲
碁
で
接
す
る
人
た

ち
に
恵
ま
れ
た
こ
と
と
、
教
室
な
ど
に

送
迎
し
て
く
れ
る
家
族
の
協
力
が
あ
っ

て
の
こ
と
」
と
戒
め
ま
す
。

　

将
来
の
夢
は
、
日
本
を
代
表
す
る
プ

ロ
棋
士
に
な
る
こ
と
と
話
す
別
府
君
。

「
も
っ
と
強
く
な
っ
て
、
囲
碁
教
室
の

先
生
や
練
習
相
手
に
な
っ
て
く
れ
た
人

た
ち
に
う
れ
し
い
報
告
を
し
た
い
」
と

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

佐
賀
県
鹿
島
市
で
６
月
に
開
催
さ

れ
た
第
61
回
祐
徳
本
因
坊
戦
。

こ
の
西
日
本
最
大
の
囲
碁
大
会
小
学
生

の
部
で
、別
府
拓
朗
君
（
大
王
小
５
年
）

が
見
事
、
優
勝
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。

　

九
州
・
山
口
・
沖
縄
の
各
県
代
表
10

人
で
競
う
こ
の
大
会
で
、
宮
崎
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
別
府
君
。
攻
撃
が
持

ち
味
の
別
府
君
は
「
守
り
が
得
意
な
相

手
も
い
て
、
勝
つ
の
に
苦
労
し
た
」
と

決
勝
を
含
む
5
戦
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

別
府
君
が
囲
碁
と
出
会
っ
た
の
は
、

小
学
１
年
生
の
夏
休
み
。
当
時
、
囲
碁

別府�拓朗�君

夢はプロ棋士！
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◎
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

神
武
天
皇
思
い
出
の
地 

皇
子
原

高
千
穂
峰
に
降
臨
し
た
神
「
ニ
ニ

ギ
ノ
ミ
コ
ト
」
の
ひ
孫
に
当
た

る
の
が
神
武
天
皇
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
皇
子
原
に
は
神
武
天
皇
が
幼
少
期

に
遊
ん
だ
と
い
わ
れ
る
「
皇
子
滝
」
や

「
皇
子
河
原
」
な
ど
の
神
武
天
皇
ゆ
か

り
の
場
所
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
場
所
は
神
秘
的
な
雰
囲
気

を
漂
わ
せ
、
現
代
の
私
た
ち
を
い
に
し

え
の
ロ
マ
ン
に
い
ざ
な
い
ま
す
。「
古

事
記
」
に
よ
る
と
成
人
し
た
神
武
天
皇

は
、
大
和
の
国
を
平
定
す
る
た
め
に
日

向
か
ら
船
で
東
に
向
か
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。皇
子
原
は
、神
武
天
皇
に
と
っ

て
幼
少
期
を
過
ご
し
た
思
い
出
の
地
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

産う

べ

し
場
石

皇
子
原
は
、
初
代
天
皇
で
あ
る
神

武
天
皇
の
誕
生
の
地
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
示
す
か
の
よ
う
に

皇
子
原
神
社
に
は
産
場
石
と
い
わ
れ
る

二
つ
の
石
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

霧
島
山
の
幾
度
の
噴
火
に
よ
り
、
付

近
の
岩
石
は
消
滅
し
た
り
、
そ
の
色
が

変
わ
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
産
場
石
だ

け
は
少
し
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
石
の
表
面
を
な
で
る
と

安
産
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Vol.3

今
月
は
、
高
原
町
に
あ
る
神
武
天
皇
誕
生
の
地
「
皇
子
原
」
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

高
原
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

☎
０
９
８
４‒

42‒

２
１
１
１

▲皇子原神社に残る産場石

▲皇子滝

ナ
ス
は
、
9
割
以
上
が
水
分
で

食
物
繊
維
や
カ
リ
ウ
ム
を
多

く
含
む
食
品
で
す
。
油
と
の
相
性
が

と
て
も
よ
く
、
油
を
吸
っ
て
も
淡
白

な
味
わ
い
な
の
で
、
夏
バ
テ
防
止
に

最
適
で
す
。

●材料 ( 4 人分 )
　　　ナス…２本（240g）　　揚げ油…適量　　　
　　　ショウガ…少々
　    酢…大さじ２　　　濃い口しょうゆ…大さじ１
　    砂糖…大さじ１　　　　

●下準備　ナス…皮をところどころむき好みの大きさに切り、
　　　　　　　　水にさらしてあく抜きをする
　　　　　ショウガ…千切りにし、水にさらす

●作り方　① ナスを油でさっと揚げる
　　　　　② ①が熱いうちに〔A〕に漬け込む
　　　　　③皿に盛り、水気を切ったショウガを散らす

油との相性の良
いナス。漬物に
するときには、
古釘やミョウバ
ンを入れると色
鮮やかになりま
す。

ナ
ス
の
南
蛮
漬
け

※
１
人
分
77
㌔
カ
ロ
リ
ー
、
塩
分
0
・
7
㌘

冷
や
し
て
食
べ
て
も
お
い
し
い
一
品

〔A〕
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■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

都
城
市
美
術
展
作
品

●
部
門　

第
１
部
門
（
絵
画
、
彫
刻
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
）、第
２
部
門
（
写

真
）、第
３
部
門
（
書
）、第
４
部
門
（
工
芸
）

※
１
人
１
部
門
に
付
き
２
点
以
内

●
展
示
期
間　

９
月
14
日
㈮
～
30
日
㈰

●
応
募
資
格　

中
学
生
以
下
を
除
く
都
城

市
、
三
股
町
、
鹿
児
島
県
曽
於
市
・
志
布

志
市
・
大
崎
町
の
在
住
者
、
元
在
住
者
、

出
身
者
、
通
勤
者
、
通
学
者

●
出
品
料　

１
点
１
、５
０
０
円

※
高
校
生
は
無
料

●
搬
入
日　

９
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

　

美
術
館　

☎
25

－

１
４
４
７

指
定
管
理
者

　

現
地
説
明
会
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
業
務
内
容　

平
成
25
年
４
月
１
日
～
28

年
３
月
31
日
ま
で
の
管
理
運
営

※�

③
は
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

●
応
募
資
格　

法
人
そ
の
他
の
団
体

●
募
集
要
項
配
布
・
受
付
時
間

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

【
①
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
・
活
性
化
広
場
】

●
募
集
要
項　

７
月
11
日
㈬
～
31
日
㈫
に

商
業
観
光
課
で
配
布

●
現
地
説
明
会　

７
月
26
日
㈭　

10
時
～

　

８
月
16
日
㈭
～
22
日
㈬
に
商
業
観

光
課　

☎
23

－

２
９
８
３

【
②
カ
ン
ガ
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ
】

●
募
集
要
項　

７
月
11
日
㈬
～
31
日
㈫
に

工
業
振
興
課
で
配
布

●
現
地
説
明
会　

７
月
23
日
㈪　

10
時
～

　

８
月
16
日
㈭
～
22
日
㈬
に
工
業
振

興
課　

☎
23

－

２
７
５
３

【
③
山
田
養
護
老
人
ホ
ー
ム
霧
峰
園
】

●
募
集
要
項　

７
月
６
日
㈮
～
23
日
㈪
に

山
田
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
配
布

●
現
地
説
明
会　

７
月
31
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～

　

８
月
６
日
㈪
～
10
日
㈮
に
山
田
総

合
支
所
市
民
生
活
課　

☎
64

－

１
１
１
１

【
④
高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
】

●
募
集
要
項　

７
月
９
日
㈪
～
27
日
㈮
に

高
城
総
合
支
所
産
業
振
興
課
で
配
布

●
現
地
説
明
会　

８
月
１
日
㈬　

10
時
～

　

８
月
16
日
㈭
～
23
日
㈭
に
高
城
総

合
支
所
産
業
振
興
課　

☎
58

－

２
３
１
１

【
⑤
高
城
運
動
公
園
（
野
球
場
・
多
目
的
広

場
・
庭
球
場
・
芝
生
広
場
・
総
合
体
育
館
・

弓
道
場
）、
高
城
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
石

山
体
育
セ
ン
タ
ー
、
高
城
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
、
高
城
多
目
的
研
修
集
会
施
設
】

●
募
集
要
項　

７
月
17
日
㈫
～
８
月
16
日

㈭
に
高
城
教
育
課
で
配
布

●
現
地
説
明
会　

８
月
７
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～

　

８
月
23
日
㈭
～
31
日
㈮
に
高
城
教

育
課　

☎
58

－

２
３
１
７

保
健
師
（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）

●
対
象　

保
健
師
の
有
資
格
者

●
定
員　

若
干
名

●
賃
金　

日
額
７
、２
０
０
円

●
業
務
内
容　

母
子
保
健
業
務

※
８
月
上
旬
か
ら
子
ど
も
課
で
勤
務

●
勤
務　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

７
月
17
日
㈫
ま
で
に
履
歴
書
と
資

格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
こ
ど
も
課��

☎
23

－

２
６
８
４

推
薦
く
だ
さ
い�

市
文
化
賞
受
賞
候
補
者�

　

本
市
の
文
化
の
向
上
発
展
に
関
し
、
特

に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
功
労
の
あ
っ
た
本

市
出
身
者
、
在
住
者
、
縁
故
者
お
よ
び
本

市
に
所
在
す
る
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。�

●
部
門　

①
学
術　

②
芸
術　

③
技
術

④
社
会
教
育　

⑤
体
育　

⑥
文
化
功
労�

　

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
８
月
１

日
㈬
ま
で
に
生
活
文
化
課

☎
23

－

２
１
３
２

都
城
市
景
観
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

●
テ
ー
マ　

の
こ
し
た
い
！
都
城
の
風
景

●
応
募
対
象　

市
内
の
小
・
中
学
生

●
応
募
規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙

●
募
集
期
間　

　

８
月
１
日
㈬
～
９
月
７
日
㈮

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２
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INFORMATION

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
講
座

●
開
講
日　

７
月
30
日
㈪　

●
受
講
料　

４
万
円

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

　

７
月
20
日
㈮
ま
で
に
オ
ー
バ
ル
・

カ
レ
ッ
ジ　

☎
21

－

１
３
６
９

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

７
月
27
日
㈮　

14
時
～

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

●
内
容　

元
気
で
長
生
き

●
定
員　

先
着
80
人　

※
申
し
込
み
不
要

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医
療

連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

き
ら
り
楽
習
教
室　

　

７
人
以
上
で
開
催
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

【
着
付
け
（
全
６
回
）】

●
日
時
・
開
講
日　

第
２
・
４
月
曜
日

10
時
～
12
時　

７
月
23
日
㈪

●
場
所　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

●
費
用　

３
、３
０
０
円

●
締
め
切
り　

７
月
14
日
㈯

【
笑
い
ヨ
ガ
（
全
９
回
）】

●
日
時
・
開
講
日　

毎
週
水
曜
日　

９
時
30
分
～
10
時
30
分　

８
月
１
日
㈬　

●
場
所　

市
場
の
駅
（
志
比
田
町
）

●
費
用　

４
、９
５
０
円

●
締
め
切
り　

７
月
21
日
㈯

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

語
り
部
交
流
会
in
み
や
ざ
き（
無
料
）

　

農
村
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
先
人
の
知

恵
を
語
り
継
ぐ
講
演
会
で
す
。

●
日
時　

７
月
21
日
㈯　

13
時
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　

北
諸
県
農
林
振
興
局
農
村
計
画
課

　
　
　

☎
23

－

４
５
１
４

市
消
防
操
法
大
会

　

市
内
の
消
防
団
が
各
部
門
に
分
か
れ
、

迅
速
確
実
な
消
防
操
法
を
競
い
ま
す
。

●
方
面
隊
・
日
時
・
場
所

都
城
方
面
隊　

７
月
８
日
㈰　

７
時
30
分
～

沖
水
川
市
民
緑
地

高
城
方
面
隊　

７
月
15
日
㈰　

８
時
30
分
～

高
城
運
動
公
園

高
崎
方
面
隊　

７
月
15
日
㈰　

８
時
30
分
～

高
崎
総
合
公
園
多
目
的
広
場

山
之
口
方
面
隊　

７
月
22
日
㈰　

９
時
～　

山
之
口
運
動
公
園

山
田
方
面
隊　

７
月
22
日
㈰　

８
時
30
分
～

山
田
陸
上
競
技
場

　

危
機
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
９

８
月
は
人
権
啓
発
強
調
月
間

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
映
画
祭（
無
料
）

●
日
時　

８
月
３
日
㈮　

13
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
上
映
作
品　

①
プ
レ
ゼ
ン
ト�

（
17
分
）

②
カ
ン
フ
ー
パ
ン
ダ
２
（
90
分
）

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式

●
日
時　

８
月
６
日
㈪　

13
時
～（
受
付
）

　
　
　
　

14
時
～
（
開
式
）

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

※
遺
族
に
限
ら
ず
、
誰
で
も
参
加
可

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

空
襲
犠
牲
者
追
悼
会

●
日
時　

８
月
５
日
㈰　

10
時
～（
受
付
）

●
場
所　

神
柱
公
園
忠
霊
塔
広
場

　

都
城
空
襲
犠
牲
者
遺
族
会　

　
　

☎
38

－

２
５
０
０

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
ギ
タ
ー
と
オ
カ
リ
ナ
】

●
日
時　

７
月
19
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

萩
原　

博

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

3
1
7
4

よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

５
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
。
教
材
費
・

冷
暖
房
費
な
ど
は
別
途
必
要
で
す
。

【
絵
て
が
み
教
室
】

●
日
時　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日　

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０
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子
育
て
サ
ー
ク
ル「
す
く
す
く
」

●
日
時　

７
月
24
日
㈫　

10
時
～
12
時

●
場
所　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

●
内
容　

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
楽
し
も
う

●
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
費
用　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
０
０
円

　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

☎
58

－

６
８
０
０

初
級
簿
記
（
３
級
）
講
習
会

●
受
講
期
間
・
時
間　

９
月
18
日
㈫
～
11

月
９
日
㈮
の
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

の
30
日
間　

19
時
～
21
時

※
祝
日
・
振
替
休
日
を
除
く

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
受
講
料　

３
、０
０
０
円　

（
テ
キ
ス
ト
代
２
、０
０
０
円
含
む
）

●
受
付
期
間　

７
月
２
日
㈪
～

　

都
城
商
工
会
議
所　

　
　
　

☎
23

－

０
０
０
１

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
26
日
㈭　

９
時
30
分
～

●
場
所　

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

●
対
象　

１
カ
月
～
１
歳
未
満

●
日
時　

７
月
24
日
㈫　

13
時
～
14
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－
２
６
８
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
19
日
㈭　

13
時
30
分
～

●
場
所　

都
城
保
健
所

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

７
月
17
日
㈫　

14
時
～
16
時

◎
法
律
相
談

　

７
月
24
日
㈫�　

13
時
～
16
時

※�

専
門
・
面
接
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必

要
。
電
話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

７
月
20
日
㈮　

13
時
～
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

平
成
24
年
度
保
育
士
登
録
試
験

　

市
内
お
よ
び
三
股
町
内
の
法
人
立
保
育

園
園
長
会
加
盟
保
育
園
で
の
勤
務
希
望
者

は
、
登
録
試
験
が
必
要
で
す
。

●
日
時　

８
月
19
日
㈰

　
　
　
　

８
時
30
分
～
（
受
付
）

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

７
月
31
日
㈫
ま
で
に
法
人
立
保
育

園
園
長
会
事
務
局
並
木
保
育
園

☎
24

－

１
５
８
０

※�

用
紙
は
各
保
育
園
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://hoiku.kids-net.or.jp/

）
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INFORMATION

市
有
地
の
公
売

●
公
売
予
定
地
・
地
目
（
面
積
）

①
高
城
町
穂
満
坊
２
６
８
７
番

宅
地
（
３
０
４
・
07
平
方
㍍
）

②
高
城
町
大
井
手
２
６
５
０
番
２

宅
地
（
１
、６
４
０
・
13
平
方
㍍
）

●
入
札
日
時　

８
月
16
日
㈭　

10
時
～

●
入
札
場
所　

高
城
総
合
支
所

　
　
　
　
　
　

西
別
館
第
１
会
議
室　

●
入
札
に
必
要
な
物　

入
札
保
証
金
（
入

札
者
の
見
積
る
金
額
の
10
㌫
以
上
の
現
金

ま
た
は
小
切
手
）、
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式

は
除
く
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
持
参

●
申
込
期
限　

８
月
３
日
㈮

　

高
城
総
合
支
所
地
域
振
興
課　

　
　

☎
58

－

２
３
１
１

平
成
24
・
25
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査　

申
請
の
定
期
受
付（
物
品
・
印
刷
・
役
務
）

　

市
が
発
注
す
る
物
品
・
印
刷
・
役
務
の

競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
申

請
方
法
な
ど
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
、
申
請
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
・
時
間　

７
月
30
日
㈪
～
８
月
10
日
㈮　

９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16
時

●
業
務
区
分

①�

物
品
・
印
刷
（
事
務
用
品
、
Ｏ
Ａ
機
器
、

薬
品
、
原
材
料
、
被
服
、
印
刷
な
ど
）

②�

役
務
（
清
掃
、
警
備
、
施
設
管
理
、
設

備
保
守
点
検
、
人
材
派
遣
、
電
気
保
安
、

廃
棄
物
収
集
運
搬
な
ど
）

※�
資
格
の
有
効
期
間
は
、
平
成
24
年
10
月

１
日
～
26
年
９
月
30
日
ま
で
の
２
年
間

　

契
約
課　

☎
23

－

２
６
６
９

納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

納
付
可
能
期
間
延
長

　

納
付
期
限
が
過
ぎ
た
国
民
年
金
保
険
料

は
、
10
月
１
日
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
過

去
10
年
分
ま
で
納
め
ら
れ
ま
す
。た
だ
し
、

３
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
場
合
は

当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。

●
受
付
窓
口　

都
城
年
金
事
務
所

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
、

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
）

　

都
城
年
金
事
務
所

　
　

☎
23

－

２
５
７
１

国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
・
納
付
猶
予

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
、本
人
、

配
偶
者
、世
帯
主
の
前
年
所
得
に
応
じ
て
、

免
除
や
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。免
除
・

猶
予
期
間
は
、
受
給
資
格
期
間
に
算
定
さ

れ
る
な
ど
有
利
で
す
。
た
だ
し
、
一
部
免

除
は
納
付
す
べ
き
額
の
一
部
を
納
付
し
な

い
と
、
年
金
加
入
期
間
に
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
平
成
24
年
度
の
免
除
期
間
は
24
年
７

月
か
ら
25
年
６
月
ま
で
で
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
、

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
）、
退
職
の

場
合
は
離
職
票
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
な
ど
の
写
し

●
申
請
場
所　

保
険
年
金
課
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

年
金
事
務
所

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
２
９

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター	 ☎ 22-1659
７/23 ㈪　
10 時～

しゃぼん玉あそび
※２歳以上の親子

７/23 ㈪　
13 時 30 分～

お誕生会・わらべ歌・絵本など
対象：0・1歳の親子
場所：総合社会福祉センター

７/25 ㈬　
10 時～

おもちゃ作り　※要申し込み　
場所：志和池地区公民館

７/30 ㈪
10 時～

救急法「幼児・乳幼児心肺蘇生、
AED講習」※要申し込み

◆山之口子育て支援センター	 ☎ 57-3298
７/12 ㈭～
８/30 ㈭

プール遊び
※毎週木曜日（10 時～ 11 時）

７/24 ㈫　
10 時～

出前保育「ぽっかぽか」
場所：山之口多目的研修センター

８/７㈫
10 時 30 分～

「公園で遊ぼう」
場所：的野農村公園

◆山田子育て支援センター	 ☎ 64-3171
７/18 ㈬
10 時 15 分～

保健師による育児講座
「子供の睡眠について」　

７/19 ㈭
10 時～

保育参加、離乳食・給食体験（山
田中央保育所）

７/26 ㈭
10 時～

保育参加、離乳食・給食体験（万ヶ
塚保育園）

８/９㈭
10 時～

親子製作「にこにこ教室」
※材料はセンターで準備します

※�ほかにもいろいろな行事があります。詳
しくは、各子育て支援センターに問い合
わせください
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が
ん
患
者
家
族
交
流
会

●
日
時　

７
月
21
日
㈯　

13
時
30
分
～

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

●
内
容　

安
心
し
て
療
養
す
る
た
め
の
介

護
保
険
活
用
法

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
が
ん
相

談
支
援
室　

☎
23

－

４
１
１
１

胃
・
乳
が
ん
検
診

【
胃
が
ん
検
診
】

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所　
　
　
　

８
／
９�

㈭
②
庄
内
地
区
公
民
館

８
／
12�

㈰�

②
横
市
地
区
公
民
館

８
／
17�

㈮
①
山
之
口
地
区
公
民
館

●
受
付
時
間　

①
８
時
～
９
時

　
　
　
　
　
　

②
８
時
～
11
時

●
定
員　

各
48
人

●
検
診
料　

９
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

　

７
月
10
日
㈫
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ
の

女
性
（
昭
和
47
年
・
45
年
・
43
年
…
）

●
日
程　

８
月
10
日
㈮
・
19
日
㈰
・
22
日

㈬
・
23
日
㈭
・
25
日
㈯

●
受
付
時
間　

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

各
60
人

●
検
診
料　

２
、０
０
０
円

※�
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、

保
険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各

種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提

示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

●
試
験
日　

10
月
28
日
㈰

●
締
め
切
り　

７
月
31
日
㈫

※
受
験
の
手
引
き
は
、
７
月
31
日
ま
で
介

護
保
険
課
、各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
都
城
保
健
所
、
南
部
福
祉
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す

　

県
社
会
福
祉
協
議
会
試
験
事
務
局

　
　

☎
０
９
８
５

－

35

－

２
５
９
０

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
対
象
者　

要
介
護
１
～
５
ま
た
は
そ
れ

に
準
ず
る
状
態
の
65
歳
以
上
の
人
、
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
65
歳
以
上
の
身

体
障
害
者
手
帳
２
級
の
人
で
、
身
体
の
障

が
い
や
傷
病
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
本
人

ま
た
は
同
居
家
族
に
よ
る
寝
具
の
衛
生
管

理
が
困
難
な
人

※
入
院
、
施
設
入
所
者
は
除
く

●
利
用
料　

４
０
０
円

●
対
象
と
な
る
も
の　

掛
布
団
、敷
布
団
、

毛
布
（
各
１
点
）

●
回
収
日　

９
月
３
日
㈪
・
６
日
㈭

●
回
収
時
に
準
備
す
る
も
の　

印
鑑
、
利

用
料
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
布
団

　

７
月
31
日
㈫
ま
で
に
各
地
区
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

　選挙の有無に関わら
ず、政治家が選挙区内
の人にお金や物を贈る
ことは、いかなる名義
であっても、特定の場
合を除いて一切禁止されています。
　また、冠婚葬祭における贈答なども
寄付になるので、注意してください。
ただし、政治家の親族（六親等内の血
族、配偶者および三親等内の姻族）へ
の寄付や政党その他の政治団体などへ
の寄付は認められています。
《禁止されている寄付の例》
◦お祭りへの寄付や差し入れ
◦�地域の運動会やスポーツ大会への飲
食物の差し入れ

◦お中元、お歳暮
◦病気見舞い　
◦葬式の花輪・供花　など

　選挙管理委員会　☎ 23 － 7864

ルールを守って明るい選挙を
実現しましょう

222012.7



INFORMATION

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・

２
０
０
０
万
サ
マ
ー
発
売

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。
購
入
す
る
場
合
は
、
地
元
の
販
売

所
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
発
売
期
間　

７
月
９
日
㈪
～
27
日
㈮

●
発
売
場
所　

全
国
の
宝
く
じ
売
場

●
抽
せ
ん
日　

８
月
７
日
㈫

　

財
政
課　

☎
23

－

２
１
１
３

無
人
ヘ
リ
農
薬
散
布

　

無
人
ヘ
リ
に
よ
る
農
薬
散
布
を
実
施
し

ま
す
。
ヘ
リ
が
近
く
を
飛
ん
で
い
る
と
き

は
、
家
や
車
な
ど
の
窓
を
閉
め
、
洗
濯
物

を
外
に
干
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

散
布
地
付
近
で
有
機
農
作
物
を
栽
培
し

て
い
る
人
は
、
早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
日
程
は
雨
天
な
ど
で
延
期
、

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
地
域
別
実
施
日
程

姫

城
７
月
31
日
㈫
、
９
月
３
日
㈪

五
十
市

祝

吉

沖

水
８
月
上
旬
、
９
月
上
旬

志
和
池
８
月
１
日
㈬
、
９
月
４
日
㈫

庄

内
７
月
28
日
㈯
、
９
月
１
日
㈯

西

岳
７
月
25
日
㈬
・
26
日
㈭
、８
月
17
日
㈮
・

18
日
㈯

梅

北
７
月
30
日
㈪
、
８
月
31
日
㈮

安

久

山
之
口
７
月
25
日
㈬
・
27
日
㈮
、８
月
25
日
㈯
・

27
日
㈪

高

城
７
月
24
日
㈫
、８
月
２
日
㈭
・
３
日
㈮
・

23
日
㈭
・
28
日
㈫
・
29
日
㈬

山

田
７
月
23
日
㈪
・
24
日
㈫
、８
月
23
日
㈭
・

24
日
㈮
、
９
月
上
旬

高

崎
８
月
19
日
㈰
～
21
日
㈫

●
散
布
時
間　

６
時
～
17
時

　

都
城
地
区
無
人
ヘ
リ
防
除
協
議
会
事

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は 17：00 まで

月日 医療機関名 電話番号
７/16
㈪

はしぐち小児科（小） 24-5500
ケイオークリニック（内・小） 46-4500
田中隆内科（内） 52-0301
倉内整形（整） 22-1252
速見医院（泌） 24-8344
たき心療内科（心内・精・神内） 46-9191
やまのくち歯科 57-5588

７/22
㈰

坂元医院（内・胃） 22-0360
とくとめクリニック（内・循・消） 26-1820
畠中小児科医院（小） 52-6000
池之上整形（整・ﾘﾊ・ﾘｳ） 23-2311
安藤医院（消・外・内） 39-2226
中山耳鼻科（耳鼻） 24-2648
尾本歯科医院 22-8877

７/29
㈰

共立医院（内） 22-0213
しげひらクリニック（内） 27-5555
たけしたこども医院（小） 51-0005
橘病院（整） 23-7236
吉見クリニック（外・整・内） 58-5633
北原医院（産・婦） 22-4133
片平歯科医院 25-9300

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認して
ください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局
７/16 ㈪ ウエスト、わかば

７/22 ㈰ かじや牟田町、つくし、ひばり
チェロ、とよみつ、妻ケ丘

７/29 ㈰ 坂口、みどり、みまたファミリー
オレンジ、グリーン

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ

務
局　

☎
22

－
１
１
０
７

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者

　

㈶
日
本
遺
族
会
は
、
先
の
大
戦
に
お
い

て
、
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

を
対
象
に
、戦
死
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
て
、

慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
実
施
地
区
は
旧
満
州
、
旧
ソ

連
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
20
地
域
で
、
参
加

費
用
は
９
万
円
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

宮
崎
県
遺
族
連
合
会　

　
　

☎
０
９
８
５

－

22

－

２
８
５
８
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図
書
館
だ
よ
り

iyakonojo
imata

oo
hibushi

定住
自立圏見て　知って　ていじゅうじりつけん

みて しって Vol.3

◎問い合わせ　都城島津邸�　☎23―2116

◎
問
い
合
わ
せ

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22－

０
２
３
９

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58－

４
２
２
４

今回は、曽於市を紹介します。
弥五郎どん祭り
900 年以上の伝統を持
ち、毎年 11 月３日に開
催される弥五郎どん祭
り。身の丈４ｍ 85㎝の
大男が、市街地を威風
堂々と練り歩く浜下り
は圧巻です。山之口町的

まとのしょう

野正八幡宮の弥五郎どん
と兄弟ともいわれています。
住吉神社の流

や ぶ さ め

鏑馬
豊年を感謝して奉
納される末吉町住吉
神社の流鏑馬。秋深
まる 11 月 23 日に、
神社の参道約 300 ｍ
を馬が勢いよく疾走
し、馬上から鎌倉時代の巻

まきがり

狩姿の射手が途中３カ
所の的を射抜く古式ゆかしい伝統行事です。矢が
的に当たるほど翌年は豊年といわれています。

◎問い合わせ　曽於市企画課�　☎76―8802　

「和
わかんひゃくにじゅうけめいせきびょうぶ

漢百二十家名蹟屏風」
屏風というと、きらびやかな花鳥風月が描かれ
たものを想像する人も多いのではないでしょう
か。しかし、今回紹介する「和漢百二十家名蹟屏
風」は、ほかの屏風とはちょっと違います。
この屏風には、中世から近世の著名な武将や学

者、文化人らの120の墨
ぼくしょ

書が収められた大変貴重な
もので、その多くに古筆家の鑑定が付いています。
屏風には、室町幕府の将軍「足利義政」や南北朝
時代の臨

りんざいしゅう

済宗の禅僧であり足利尊氏の師でもあった
「夢

むそ う そ せ き

窓疎石」、南北朝時代の後
ご だ い ご

醍醐天皇の血を引き禅
僧として有名な「一

いっきゅうそうじゅん

休宗純」、戦国時代天下統一を成
し遂げた「豊臣秀吉」、江戸時代前期に朱子学を広
めた儒学者「山

やまさき

崎闇
あん

斎
さい

」な
どの和歌や書、詩、絵が整
然と並んでいます。一面に
落ち着いた色彩でありがな
ら、圧倒的な存在感を放っ
ています。

都城市立図書館　●休館日／７月16日・17日・23日・30日、８月２日・６日・13日　　
高城図書館　　　●休館日／７月15日～17日・24日・31日、８月７日・14日

●開館時間／9：30～18：50
●開館時間／9：30～18：00

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
7
月
21
日
㈯　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会

●
7
月
25
日
㈬　

15
時
～

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン
　
読
み
聞
か
せ
会

●
7
月
28
日
㈯　

11
時
～

「
経
済
ナ
ゾ
解
き
隊
　
お
金
の
ホ
ン
ト
を
知
る
」

岡
野
進
（
著
）
朝
日
学
生
新
聞
社
（
発
行
）

「
お
金
っ
て
ど
こ
か
ら
き
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
？
」
給
料

の
仕
組
み
や
景
気
の
循
環
、政
策
や
制
度
と
の
兼
ね
合
い
、

金
融
市
場
か
ら
家
庭
内
の
お
金
ま
で
複
雑
な
経
済
の
仕
組

み
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。

「
ピ
オ
ポ
の
バ
ス
り
ょ
こ
う
」

中
川
洋
典
（
作
）
岩
崎
書
店
（
発
行
）

高
い
山
の
上
で
暮
ら
し
て
い
る
少
年
ピ
オ
ポ
。
病
気
の
お

父
さ
ん
の
代
わ
り
に
一
人
で
町
に
買
い
物
に
行
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
初
め
て
乗
っ
た
バ
ス
に
ド
キ
ド
キ
…
。
大

冒
険
の
始
ま
り
で
す
。

7
月
16
日
→
8
月
15
日

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
7
月
26
日
㈭　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会  

●
8
月
11
日
㈯　

14
時
30
分
～

　

内
容　

お
お
く
ま
ぼ
し
（
ロ
シ
ア
民
話
の
再
話
）

青
少
年
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このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
政
は
が
き
で
も
可
）

今月号を読んでのわたしの一言

読
者
か
ら
の
お
便
り

国
際
交
流
員
の
ひ
と
り
ご
と

問

問

問

答

答

答

ク イ ズ広�報

　アメリカの映画やテレビドラマは世界中
でとても有名です。映画を通してアメリカの
現代の様子を見たり、西部劇で侍やカウボー
イの物語も知ったりする人も多いでしょう。
でも、もともと映画は娯楽のために作られた
ものもあることを忘れてはいけません。
　年配の方と喋ると、「アメリカ。あ、ジョン・
ウェイン！」とよく聞くけど、ジョン・ウエ
インが演じたカウボーイは、本物のカウボー
イとは違うし、現在のアメリカ人はみんなド
ラマや映画に出てくるような豪華な家に住ん
だり、浮気をしたり、銃を持っていたり、い
つも速度違反で運転をしたりするようなワイ
ルドな生活を送っているという訳でもありま
せん。現実と違うからこそ面白いのです。
　映画を見る時、服装やら流
行、文化などいろいろ目にす
るけど、それらが全て現実の
ものではないかも知れないの
を忘れないでくださいね。
◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

クイル・アンダーソンさん（アメリカ）Vol.11

映画で世界を知ろう！

  
● 
「
自
然
災
害
へ
の
備
え
を
！
」
を
読
ん
で
、我
が
家
で

も
ビ
ス
ケ
ッ
ト
や
缶
詰
な
ど
を
準
備
し
て
、
も
し
も

の
と
き
に
備
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
山
之
口
町
富
吉　

ゆ
う
こ
マ
マ
さ
ん
）

● 

河
川
の
水
質
改
善
の
た
め
の
接
触
材
を
、
市
内
５
カ

所
に
設
置
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
日
々
進
化
し
、
改
善
に
向
け
て
の
努
力
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
感
動
し
ま
し
た
。

（
都
島
町　

石
原
裕
子
さ
ん
）

● 

昨
年
か
ら
、
母
親
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
還
暦
を
過
ぎ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
毎
日
忙
し
く
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

（
上
長
飯
町　

ｍ
ａ
ｉ
さ
ん
）

● 

共
働
き
の
家
庭
が
多
い
世
の
中
。「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
人
た
ち
は
、
働
く
お
母
さ

ん
に
と
っ
て
心
強
い
存
在
で
す
ね
。

 （
早
鈴
町　

ミ
ッ
キ
ー
さ
ん
）

● 

国
際
交
流
員
の
ひ
と
り
ご
と
を
読
ん
で
、一
人
で
笑
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
も
ち
ょ
ん
ま
げ
姿
の
人
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
で
日
本
は
、
こ
の
よ

う
に
思
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

 （
大
王
町　

Ｋ
・
Ｙ
さ
ん
）

①飲酒運転を未然に防ぎます。○○○○○
チェッカー

②７月22日は、都城市環境○○の日

③あなたの災害への備えは？（自由回答）

Vol.79



今月の 読者プレゼント

商品提供事業者

８８５８５５５
POST�CARD

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号　（　　　　　）　　　　　−

▲

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
政
は
が
き
で
も
可
）

施設案内施設案内 【ラスパたかざき利用券５枚組 ２組】

ラスパたかざき�
（高崎町大牟田）
☎ 62-5526
自慢の温泉や温水プールを
お楽しみください。隣接す
るパークゴルフ場やたちば
な天文台でも、皆さんのご
来場をお待ちしています。

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や７月号を読んだ感想を書い
て、〒885−8555　秘書広報課まで。正解者の中から、
抽選で２人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　７月31日㈫　当日消印有効
◎発表　本紙９月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集し
ています。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください

◎５月号クイズの結果【応募総数 52通】
　★正解／①民生　②メール　③サポート
◎５月号当選者　園田　久雄さん（高崎町大牟田）

都城市役所�秘書広報課�行
（広報�都城�No.79　2012年７月号）

※７月16日～8月15日の日程
■美術館（姫城町）� ☎25-1447
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
７月23日㈪までは展示替作業のため休館
※７月21 日㈯・22 日㈰は、住民票などの発行はでき
　ません
◎夏休み企画　〈入門〉アートの疑問
　「イロとリドリ」　７月24日㈫～８月26日㈰
■都城歴史資料館（都島町）� ☎25-8011
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）　
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「ちょっとスゴイ！　原始・古代の都城」
　～９月２日㈰

■たちばな天文台（高崎町）�� ☎62-4936
開館時間　10：00～15：00
　　　　��　㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎木星食観測会　７月15日㈰　12：00～15：00
◎ペルセウス座流星群観測会　８月12日㈰　21：00～

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）� ☎58-6900��
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■高城郷土資料館（高城町）� ☎58-5963
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）� ☎57-3713
開館時間　９：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■人形の館（山之口町）� ☎57-5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

都城島津邸（早鈴町）� ☎23-2116
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」　小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」　一般210円
　　　　高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※伝承館は７月18日㈬～20日㈮は展示替作業のため
　休館。本宅は、通常通り開館



インフォメーション

都城市現住人口

今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

市の提供番組紹介

■ BTV ケーブルテレビ
　（デジタル111ch、アナログ５ch）
　※毎回10 分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　①�６：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

■MRT ラジオ（AM放送 936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月〜金曜日（祝日除く）15：30 〜 15：45
■シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
　「インフォメーション M」　毎週：月〜金曜日
　９：49 〜９：54、15：54 〜 15：59（再）

宝くじまちの音楽会　
岩崎宏美with 宗次郎　

　　　　　～心のふるさとを求めて～

聖母たちのララバイなどヒット曲満載のコン
サート！　好評につき完売必至！

●日時　８月16日㈭
　　　　開演 19：00（開場 18：30）
●料金　〔全席指定〕2,000 円　

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎ 23-7140

●対象　小学生とその保護者
●期間　７月28日㈯～８月26日㈰
●申込期間　７月 14 日㈯～８月 24 日㈮
　　　　�　11：00 ～ 17：00　※毎週火曜日は除く
◎問い合わせ　ボンパク予約センター　☎ 46-5253

子どもたちの目が輝く、笑顔が弾ける
とびきりの体験ができる

※未就学児の入場不可。託児サービス（有料／要申し込み）
　今回は、宝くじ助成により特別料金

第３回
キッズボンパク開催 !!
ガイドブックは小学校を通じて配布
します。申し込みは、ボンパク予約
センターまで、電話で申し込みくだ
さい。

　夏の花の代名詞ともいえるヒマワリ。今年も庄内町
の七牟礼幸二さんの約１ヘクタールの畑では、ニンジン
の肥料目的で植えられた約 10 万本のヒマワリが、梅雨
入りして間もない６月上旬から見頃を迎えました。市内
外から訪れたたくさ
んの見物客は、一面
に咲き誇るヒマワリ
に感動したり、ヒマ
ワリを背景に写真撮
影をしたりしながら、
一足早い夏の風景を
楽しんでいました。

梅雨の合間におひさまの笑顔

平成24年６月１日現在 前月比

世  帯  数 70,613世帯 （　21）

人口総数 168,126人　 （ －49）

男 78,776人　 （－49）

女 89,350人　 （  ±0）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

イベントカレンダー（7月16日～8月15日）
※【　】内は場所、問は問い合わせ先　

都城市エリア

７
月

22日㈰　10：00~16：00　
みやこんじょ復興　盆地グルメ
【都城圏域地場産業振興センター】
問�都城圏域地場産業振興センター　☎ 38-4561

29日㈰　21：00~
科
しなが

長神社からくり仕掛花火
【科長神社】
問�商業観光課　☎ 23-2615

８
月

４日㈯　17：40~
盆地まつり【中央通り】
問�同実行委員会　☎ 25-1405

４日㈯　18：00 ～　
高崎夏祭り【高崎総合公園陸上競技場】
問�高崎町商工会　☎ 62-3131

環霧島エリア

７
月
28日㈯　10：00～
牛越祭【西川北菅原神社】
問�えびの市観光協会　☎ 0984-35-3838

８
月

５日㈰　14：00～
霧島国際音楽祭ファイナルコンサート
【霧島国際音楽ホールみやまコンセール】
問�みやまコンセール　☎ 0995-78-8000

えびの市

霧島市

４年に１度の夏季オリンピックが、７月 27 日からロ
ンドンで開催されます。趣向を凝らした開会式や、

各国の代表選手たちが金メダルを目指す姿に感動し涙
することもありますが、国内予選でどんなにいい成績
を残しても、十分に能力発揮できない選手もたくさん
見てきました。さて、今年はどんなドラマが待っている
のか？　そんな感動的なシーンを生中継で見逃さない
ようにと思っていますが、ロンドンとの時差は９時間。
今年の夏も寝不足の日々が続きそうです。（真）
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